
きふね 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                        

 

「
素
晴
ら
し
い
後
輩
達
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
長 

萩
原 

俊
紹 

同
窓
会
発
会
以
来
、
手
探
り
の
状
態
の

中
で
、
少
し
ず
つ
歩
み
を
続
け
て
お
り
ま

す
が
、
世
代
を
超
え
た
人
間
関
係
の
構
築

は
遅
々
と
し
て
捗
り
ま
せ
ん
が
、
小
学
校

と
の
係
わ
り
の
中
で
、
得
る
も
の
が
少
な

か
ら
ず
あ
り
ま
し
た
。 

昨
年
十
一
月
、
学
校
公
開
の
折
、
内
田

校
長
先
生
の
「
い
の
ち
」
の
授
業
を
聴
き

に
行
っ
た
時
の
こ
と
で
す
が
、
「
自
分
達

の
存
在
に
は
親
が
居
り
、
更
に
そ
の
上
に

は
祖
父
母
が
居
り
、
命
は
連
綿
と
し
て
継

続
し
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
の
お
話
で
し

た
が
、
途
中
、
先
生
よ
り
生
徒
に
「
命
っ

て
何
だ
ろ
う
ね
」
と
い
う
質
問
が
出
さ
れ

ま
し
た
。 

大
人
な
ら
ば
先
ず
何
と
答
え
よ
う
か

と
考
え
ま
す
が
、
多
く
の
子
供
達
が
我
先

に
と
す
ぐ
に
手
を
挙
げ
た
の
に
は
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
答
え
た
の
が
五
年

生
の
女
の
子
で
、
「
命
と
は
美
し
く
て
儚

い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
授
業
を
参
観
し
て
い
た
親
御
さ
ん
達

は
感
嘆
の
声
を
上
げ
て
居
ら
れ
ま
し
た
。

私
も
こ
ん
な
に
も
感
性
豊
か
な
子
が
い

る
ん
だ
と
感
激
も
し
、
頼
も
し
く
も
思
い

ま
し
た
。
と
同
時
に
、
同
窓
会
活
動
を
通

じ
て
こ
の
子
達
の
成
長
を
見
守
り
、
お
手

伝
い
が
出
来
た
ら
と
、
改
め
て
思
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
場
に
出
会

え
た
の
も
本
会
の
活
動
の
お
陰
と
有
難

く
思
っ
て
居
り
ま
す
。 

今
後
も
、
本
誌
を
通
じ
、
素
晴
ら
し
い

も
の
が
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
考
え
て
居

り
ま
す
。 

    

  

地
域
と
歩
ん
だ
百
四
十
四
年 

 
 

 

第
三
十
四
代 

校
長 

 

内
田 

聡
司 

 
同
窓
会
機
関
誌
「
き
ふ
ね
」
第
四
号
の

発
行
、
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
度
も
再
任
用
フ
ル
タ
イ
ム
の
校

長
と
し
て
、
愛
す
べ
き
大
森
大
一
小
学
校

に
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く

感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
地

域
、
町
会
・
自
治
会
長
様
方
の
ご
支
援
の

賜
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
、 

平
成
二
十
六
年
度
二
月
二
十
六
日
の

発
会
式
か
ら
四
年
、
同
窓
会
の
行
事
も
着

実
に
実
績
を
積
み
上
げ
、
子
ど
も
達
の
笑

顔
が
溢
れ
る
活
動
が
印
象
的
で
す
。 

同
窓
会
発
足
の
折
、
萩
原
俊
紹
会
長
様

か
ら
「
世
代
を
超
え
た
人
間
関
係
の
構
築
」

と
い
う
主
旨
の
お
話
し
を
伺
い
、
百
四
十

周
年
か
ら
百
五
十
、
さ
ら
に
は
二
百
周
年

を
超
え
て
ま
で
続
い
て
い
く
本
会
の
未

来
図
を
思
い
描
い
た
こ
と
が
今
で
も
鮮

明
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
大
田
区
で
最
も

歴
史
を
重
ね
た
小
学
校
を
多
く
の
卒
業

生
の
皆
様
で
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
事
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 

本
年
度
も
ま
た
、
金
管
バ
ン
ド
部
が
地

域
で
様
々
な
活
動
を
さ
せ
て
頂
く
予
定

で
す
。
地
域
の
皆
様
の
本
校
へ
の
熱
い
思

い
（「
金
管
楽
器
の
ご
寄
贈
」）
に
お
応
え

出
来
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
教
職
員
一
丸

と
な
っ
て
四
百
九
十
五
名
の
子
ど
も
達

の
た
め
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。 

大田区立大森第一小学校 同窓会機関誌 
平成３１年４月１日 第５号 

１４５ 



平
成
三
十
年
度 

主
な
行
事 

四
月
一
日 

 
 

同
窓
会
誌
発
行 

四
月
十
四
日 

 
 

同
窓
会
役
員
会 

四
月
二
十
八
日 
総
会
案
内
状
発
送 

六
月
十
六
日 

 
 
 

同
窓
会
総
会 

十
月
十
三
日 

 
 

同
窓
会
役
員
会 

十
月
十
八
日 

長
海
苔
巻
き
作
り 

十
二
月
八
日 

 

同
窓
会
役
員
会 

二
月
九
日 

  
 

同
窓
会
役
員
会 

三
月
三
十
一
日 

機
関
誌
五
号
完
成 

  

平
成
三
十
一
年
度 

主
な
行
事 

※
総 

会 

六
月
二
十
二
日(

土)  

十
一
時
半
よ
り 

内
容 

・
入
会
式
・
金
管
バ
ン
ド 

・
余
興
・
昼
食 

 
 
 

等 

会
費 

千
円 

(

中
、
高
生
五
百
円) 

懇
親
会
（
二
十
歳
以
上
）
会
費
五
千
円 

※
長
海
苔
巻
き
作
り 

十
二
月
八
日(

日)  

十
時
よ
り 

会
費 

五
百
円(

小
学
生
は
無
料) 

お
や
じ
の
会
共
催 

詳
細
は
後
日
案
内
葉
書
を
お
送
り
し

ま
す
。
ご
家
族
で
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。 

平
成
三
十
年
度 

同
窓
会
入
会
式
及
び
定
期
総
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

期
日
：
平
成
三
十
年
六
月
十
六
日(

土) 

十
一
時 

 
 
 

定
期
総
会 

十
一
時
半 

 
 

入
会
式 

 

○
入
会
式
次
第 

１
．
会
長
挨
拶 

 
 

２
．
新
加
入
代
表
の
言
葉 

萩
原
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
新
加
入
者

で
あ
る
、
平
成
三
十
年
度
卒
業
生
の
代
表

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
新
同
窓
生
と
し

て
立
派
で
力
強
い
言
葉
に
同
窓
会
の
思

い
が
受
け
継
が
れ
る
期
待
を
強
く
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

○
定
期
総
会
次
第 

・
開
会
の
言
葉 

 
 

１
．
会
長
挨
拶 

 
 

２
．
学
校
長
挨
拶 

 
 

３
．
議
長
選
出 

 
 

４
．
議
事 

 
 
 

①
事
業
報
告 

 
 
 

②
会
計
報
告 

 
 
 

③
事
業
計
画 

 
 
 

④
予
算
案 

 
 

５
．
事
務
連
絡 

 
 

６
．
余
興 

 
 
 

①
金
管
バ
ン
ド
演
奏 

 
 
 

②
交
流
タ
イ
ム 

 
 
 

③
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム 

・
閉
会
の
言
葉 

 

会
長
、
学
校
長
の
挨
拶
の
後
、
学
校
長

で
あ
る
内
田
様
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事

が
進
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
事
業
報
告
、

会
計
報
告
、
事
業
計
画
、
予
算
案
が
賛
成

多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

 

い
よ
い
よ
お
待
ち
か
ね
の
余
興
で
す
。

金
管
バ
ン
ド
の
演
奏
。
多
少
緊
張
を
感
じ

ら
れ
ま
し
た
が
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
と
な

り
短
い
練
習
期
間
と
は
思
え
な
い
音
色

を
出
し
、
観
客
の
皆
様
に
感
動
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
獅
子

舞
、
ビ
ン
ゴ
大
会
と
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
平
成
三
十
年
度
定
期
総
会
は
無
事
に

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
の

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

     

 

            

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指揮 柴田先生 

  

卒業生が先輩方を拍手でお送りしました。 

 

       

萩原さんより見守り隊ベストの紹介 

 

 

 

 

 

 

 

          

 



 
平
成
三
十
一
年
度
同
窓
会
の
組
織  

◎
相
談
役 

 

伊
東 

祐
孝(
大
森
中
八
幡
自
治
会
会
長) 

大
塚 

政
利(

大
森
山
谷
自
治
会
会
長
） 

志
田 

和
陽(

大
森
町
自
治
会
会
長) 

横
山 

勝
利(

大
森
東
貴
船
自
治
会
会
長
） 

◎
会 

長 

萩
原 

俊
紹(

貴
舩
神
社
宮
司) 

 
 

(

本
校
第
十
七･

十
九
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長) 

(

本
校
地
域
教
育
連
絡
協
議
会
座
長) 

(

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
顧
問
代
表) 

(

本
校
見
守
り
隊
代
表) 

(

金
管
バ
ン
ド
名
誉
会
長) 

◎
副
会
長 

 

磯
邉 

隆
【
企
画
・
懇
親
的
活
動
】 

(

本
校
第
二
十
一･

二
十
三
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長) 

(

本
校
見
守
り
隊) 

橋
本 

真
一
【
総
務
・
文
化
的
活
動
】 

田
中 

 

貴
一
郎 

【
総
務
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
】 

美
濃
部 

圭
史 

【
企
画
・
ス
ポ
ー
ツ
的
活
動
】 

◎
総 

務 

美
濃
部 

等
、
金
子 

明
彦 

伊
藤 

晋
一
郎 

◎
会 

計 

丸
山 

晶
子
、
福
本 

佳
子 

◎
企 

画 

須
山 

智
德
、
中
村 

良
子 

萩
原 

悠
子
、
茨
田 

桂
太 

 

木
内 

直
美 

◎
監 

査 

鳴
嶋 

清
恵 

須
山 

喜
史 

 
 
  

◎
学 

校  

名
誉
会
長 

内
田 

聡
司(

現 

校 

長) 

特
別
常
任
幹
事 

(

現
副
校
長)

小
林 

和
弥 

特
別
幹
事 

(

現
教
員)

山
﨑 

創 

  

平
成
三
十
年
度
主
な
行
事 

長
海
苔
巻
き
作
り
【
同
窓
会
イ
ベ
ン
ト
】                                  

 

     

  

  

         

定
期
演
奏
会 

 

          

     

学
芸
会 

 

 

           

             

 

須山前ＰＴＡ会長の説明 

   

長海苔巻き完成！ 

 

 

 

 

  



昭
和
２
７
年
卒
業
の
皆
さ
ん 

い
よ
い
よ
８
０
歳
で
す
よ
！ 

 
 

 

 

私
が
小
学
校
へ
入
学
し
た
の
は
、
昭
和

２
１
年
４
月
、
終
戦
の
翌
年
で
し
た
。
前

年
４
月
の
空
襲
で
、
大
森
第
一
小
学
校
は

焼
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
入

学
先
は
、
焼
失
を
免
れ
た
大
森
第
四
、
又

は
第
五
小
学
校
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
第

四
小
学
校
へ
入
学
し
ま
し
た
。 

入
学
記
念
写
真
が
手
元
に
一
枚
残
っ

て
い
ま
す
。
改
め
て
な
が
め
て
み
ま
し
た
。

裏
の
メ
モ
は
１
年
２
組
で
し
た
。
生
徒
数

は
５
１
名
、
全
員
男
児
（
２
学
年
か
ら
男

女
共
学
）
、
頭
は
坊
主
刈
り
（
自
宅
で
の

バ
リ
カ
ン
刈
り
、
長
髪
は
坊
ち
ゃ
ん
刈
り

と
称
し
た
）
、
上
着
は
長
袖
、
ズ
ボ
ン
は

半
か
長
、
足
元
は
下
駄
か
草
履
。
担
任
の

吉
沼
先
生
は
普
通
着
で
、
校
長
先
生
の
ス

ー
ツ
は
借
り
着
か
な
？
。
戦
後
の
物
資
不

足
の
様
子
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。 

大
森
第
一
小
学
校
は
、
昭
和
２
２
年
６

月
２
日
に
、
木
造
校
舎
が
再
建
さ
れ
ま
し

た
。
私
は
２
６
年
４
月
、
６
年
生
か
ら
大

一
小
に
転
校
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

翌
２
７
年
３
月
に
卒
業
し
ま
し
た
。
卒
業

証
書
と
６
年
２
組
の
集
合
写
真
（
モ
ノ
ク

ロ
）
一
枚
を
頂
き
ま
し
た
。 

終
戦
後
最
初
の
小
学
生
が
過
ご
し
た

小
学
校
６
年
間
は
、
食
糧
・
物
資
が
不
足

し
た
厳
し
い
時
期
で
し
た
。
し
か
し
、
い

ま
想
い
出
さ
れ
る
は
、
学
年
を
オ
ー
バ
ー

ラ
ッ
プ
し
て
近
所
の
仲
間
達
と
、
そ
れ
こ

そ
色
々
な
遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た

事
ば
か
り
で
す
。
学
校
へ
い
く
も
の
、
と

て
も
楽
し
み
で
し
た
。
不
思
議
で
す
。
い

や
、
実
は
、
家
族
と
先
生
と
近
所
の
お
か

げ
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
そ
う
で
し
ょ

う
。 私

達
は
卒
業
後
、
一
度
も
同
級
会
は
や

っ
て
い
ま
せ
ん
。
同
期
会
も
で
す
。
昭
和

二
十
七
卒
業
の
皆
さ
ん
、
是
非
と
も
大
森

第
一
小
学
校
同
窓
会
で
お
会
い
し
ま
し

ょ
う
。 

 

平
成
３
１
年
３
月 

 

伊
東 

祐
孝 

  

 

     

 

          



                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

事
務
局 

 
  

大
田
区
立
大
森
第
一
小
学
校 

  

大
田
区
大
森
東
三
―
一
―
一
八 

  

〇
三(

三
七
六
二)

六
五
二
八 

編
集
後
記 

同
窓
会
機
関
誌
「
き
ふ
ね
」
第
四
号

を
提
供
い
た
し
ま
す
。 

 

今
回
は
昭
和
三
十
二
年
度
卒
業
の

方
々
の
貴
重
な
資
料
を
最
終
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
せ
て
頂
き
、
構
成
し
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
の
原
稿
も
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 


